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（別添資料1-1-1-2.1）
弘前大学における英語教育に関する基本方針

【趣旨】
弘前大学における英語教育については、現在、21世紀教育科目及び専門教育科目

で実施している。
21世紀教育科目では、１年次前期に２単位（60授業時間）を、全学部学生につい

て必修とし、１年次後期以降は、履修を希望する学生が適宜選択できることとして
いる。

専門教育科目では、１年次後期以降に、２～６単位（30～90授業時間）を必修ま
たは選択としている学部等があるが、開講していない学部等もある。

また、平成17年度及び平成19年度に実施した企業等アンケートでは、いずれも本
学卒業生の英語などの外国語能力が高くないとの評価をされている。

全国的に見ても、教養教育における英語教育が２単位で完結している大学はほと
んどなく、今後の国際化及び大学全入時代に対応するためにも、本学の英語教育を
以下のとおりとすることを提言する。

Ⅰ 21世紀教育科目
１．履修年次及び単位数

全学部１年次４単位（120授業時間）必修を原則とする（前期２単位、後期２単
位）。

２．授業内容
必修４単位のうち、２単位は基礎的な読解力の育成を図るため、読解・作文を

中心とした授業とし、他の２単位は、会話・聴解を中心とするクラスとする。
なお、具体的な授業内容及び授業科目名等については、21世紀教育センターが

決定するものとする。

３．受講者数
読解・作文を中心とするクラスは50名程度、会話・聴解を中心とするクラスは

20～30名程度のクラス規模とし、詳細は21世紀教育センターが設定するものとす
るが、開講コマ数はできるだけ平成19年度から増加させないよう努める。

４．卒業所要単位増に伴う取り扱い
21世紀教育科目の英語の必修単位が２単位増加することへの対応は、次のとお

りとすることを原則とする。
(1) 適宜修得単位を４単位以上に設定している学部等については、適宜修得単位

を２単位減じる。
(2) 適宜修得単位が２単位以下の学部等については、テーマ科目の単位（教育学

部においては「基礎教育科目またはテーマ科目」から修得することとしている
単位）を２単位減じる。

なお、テーマ科目の修得単位を減じることで、テーマ科目の修得方法の変更
が必要となる場合は、21世紀教育センターと各学部等が協議のうえ、決定する
ものとする。

５．開講時間帯
前期については、従前どおりとする。
後期については、前期と同じ曜日・時間帯で開講することを原則とするが、詳

細については、21世紀教育センターが原案を作成のうえ、各学部等と協議のうえ
決定する。

６．実施時期
新たな英語の授業は、平成21年度入学者から適用する。

Ⅱ 専門教育科目
専門英語等を少なくとも２単位（30授業時間）必修とすることを原則とする。な

お、具体的な授業開設等については、各学部等が決定するものとする。

（出典：「学士課程教育協議会（平成20年３月11日）資料」）
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Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色

１. 学科・コース編成の基本的な考え方・特徴

学士課程の教育組織

学士課程教育の目的を達成するために，基礎的教育組織（教育の枠組）として学科・コ

ースを置く。

学科： 各学科が教育分野の特性を明確にできるように関係専門分野を集合して学科を

編成する。学科の規模は，きめ細かい教育指導ができ，かつ教育責任を負うに適した学

生数を重視する。

コース：学生が専門分野に自己の立脚点を確立できるように，以下の視点から学科にコ

ースを設置する。

① 早い段階から細かな専門分野に学生を囲い込むことなく，専門分野への学生の関心

と選択を段階的に誘導するため，コースを置く（学科→コース→専門分野）。コース

所属は３年次を標準とする。

② 専門基礎教育を段階的に深化させつつ，よりきめ細かな教育指導を行うためにコー

スを置く。

学科とコースの編成（｢理農融合」教育）：学科・コースを基礎科学としての生物学か

ら応用科学としての農学へ専門分野が隣接するように編成する。これによって，学生が

自己の専門分野を立脚点に隣接・学際領域へ，生物学領域または農学領域へ関心を広げ

ていくことによって，基礎科学の生物学から応用科学の農学までを学ぶことができるよ

うにする。

２. カリキュラム編成の基本的な考え方・特徴

カリキュラム編成の基本方針

学部全体の教育理念・目標に沿って各学科がその専門性・自律性を発揮して学士教育課

程の教育を効果的に進めることができるように，以下の方針によって各学科のカリキュ

ラムを編成する。

(1) 学士課程教育では，専門基礎教育を重視し，コア科目を導入する。コア科目は，専

門基礎科目を主体とし，学科の学生が共通に学ぶべき科目（必修科目）である。

学科名の両脇の名称は、その学科に含まれる専門教育分野

農芸化学
生

物
学
科生態環境 生命科学 食品科学

基礎生物学

農学領生物学領域 分
子
生
命
科
学
科

生
物
資
源
学
科

地
域
環
境
工
学
科

農業土木

園
芸
農
学
科

生物生産

農業生産
環境制御 農業経済

地域計画
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(2) カリキュラムの軸に，入学時の基礎ゼミから実験・実習・演習・卒業研究まで学生

が自ら課題に取り組む科目を置く。

(3) 「学科→コース→専門分野」と進むのに対応して「基礎教育→専門基礎教育→専門

教育」へと教育目的を段階的に積み上げる。これによって，学生が専門分野への自己

の関心を段階的に集約しながら明確化・具体化し，専門分野に自己の立脚点を確立で

きるように，カリキュラムとガイダンスを通して指導する。

(4) 隣接・学際領域への学生の関心が拡がるように，１～２年次には隣接領域の科目を

専門基礎として配し，３～４年次には自己の専門分野の視点から隣接・学際領域とし

て関心を拡がるようにカリキュラムを編成し，ガイダンス等によって指導する。

(5) 「理農融合」教育を推進するために，各学科のカリキュラムを以下の方針を踏まえ

て編成する。

① 21世紀教育科目の「生物学の基礎」を学部指定科目として全学生に履修させる。

② 「農学生命科学概論Ⅰ」及び「農学生命科学概論Ⅱ」をコア科目（学部共通科目）

として開設する。「農学生命科学概論Ⅰ」は，「生物学からみた農学」をテーマに基礎

生物学，生態環境学，生命科学と農学との連携の実際と試み，課題を紹介する。「農

学生命科学概論Ⅱ」は，「農学からみた生物学」をテーマに食資源生産に関わるバイ

オテクノロジー分野，作物・果樹・蔬菜などの食糧生産分野，土壌学や食品科学，農

業経済学，農業工学など多様な農学分野と生物学との連携の実際と試み，課題を紹介

する。

遺伝子，DNA・RNAなどの生物学の用語が遺伝子組み換え，DNA鑑定などのように食に

関わっていまや日常語となっている。生物学と農学との融合はバイオテクノロジー分

野を中心に急速に進んでいるが，人類の未来を左右する問題，環境とその多様性の保

全，生命維持，食の安全や食糧資源問題なども生物学と農学との連携と協働を必要と

している。

両科目は，生物学分野を学ぶ学生には農学を通して応用的・実学的視点を拡げるこ

との必要を，農学分野を学ぶ学生には生物学を応用的課題に活かす必要を理解させる

ことを目的とする。両科目ともオムニバス形式で開講する。

③ 生物学系学科は関連する農学系科目を，農学系学科は関連する生物学系科目を各学

科・コースの専門分野の隣接・学際領域の科目として取り入れる。

(6) 学部・学科・コースの教育理念・目標が学生に十分に理解されるように，履修案内

・シラバスを作成する他，入学時から学年進行ごとに履修ガイダンスを実施して履修

を指導する。
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平成21年度「教員養成総合実践演習Ⅰ」シラバス

授業科目名：教員養成総合実践演習Ⅰ

対象学生：４

必修・選択：選択

単位：２

学期：前期

曜日：集中

時限

担当教員（所属学部）：教員養成学研究開発センター教員

佐藤紘昭、和久秀樹、日景弥生、長崎秀昭、山田秀和、中野博之、福島裕敏、平岡

恭一、村上和博（実践教授）、田中慶一（実践教授）、根深昌子（実践教授）、土岐智

（実践教授）

授業としての具体的到達目標：①教員として最小限必要な「学習指導」、「生活指導」、「学

級（ＨＲ）経営」、「組織・協働」等に関する知識・技能の習得を図る。

②教員になる上での自己課題を明確にし、自己目標を設定し取り組み、不足する

知識・技能を補完・向上する。

授業の概要：①教員の主たる職務に関する基盤的知識・技能を習得し、有機的に活用する

力量を形成すること主眼とし、演習を主体とした授業展開とする。

②４月～７月までの断続６日間、集中授業とする。

③火曜日９・１０時限に講義及び演習題設定の趣旨説明。同週の土曜日に演習を

行う。

④演習の形態は、グループ討議、模擬授業、役割演技、事例検討等とする。

授業の内容予定：①学級（ＨＲ）経営について

学級づくり、学級経営案の作成、学級・学校の生活

②学習指導について

担当教科の知識・技能、教科の指導力、創意工夫した教材づくり等基本的授業

づくり

③生活指導について

生徒指導のねらい、領域・内容、課題、児童生徒理解等

④組織・協働について

学校の危機管理とその対応、分掌活動、家庭・地域との連携、保護者への対応

等

教材・教科書：教科書は用いない。適宜、印刷資料・映像資料を準備する。

参考文献：適宜紹介する。

成績評価方法及び採点基準：授業への出席状況、演習への取り組み、自己課題解決への取

り組み、レポートの内容等を複数の担当教員により多面的角度から総合的に評価す

る。

授業形式・形態および授業方法：基本的に〔講義・演習題提示ー自己研修・事前調査ー演

習〕形式で実施する。

留意点・予備知識：

Eメールアドレス・オフィスアワー・HPアドレス：hsato@cc,hirosaki-u.ac.jp

（出典：弘前大学ホームページ「シラバス」）
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資料1-1-1-7.1　インターンシップ参加者進路状況
平成19年度 21.3.24卒業者，22.3.24卒業者

学 部 学科・課程等 学年 実 習 先 実習地 進路 就職先/進学先
1 1 人文学部 人間文化課程 3 (株)東奥日報社 青森県 就職 北海道空港(株)

2 2 人文学部 人間文化課程 3 (株)東奥日報社 青森県 就職 (株)アクティス

3 3 人文学部 人間文化課程 3 (株)東奥日報社 青森県 就職 (株)しまむら

4 4 人文学部 人間文化課程 3 (株)成田本店 青森県 就職 ＪＴＳみちのく(株)

5 5 人文学部 人間文化課程 3 あおもりNPOサポートセンター 青森県 就職 生活協同組合コープながの

6 6 人文学部 人間文化課程 3 (株)東奥日報社 青森県 就職 日本生命保険相互会社

7 7 人文学部 人間文化課程 3 弘前市役所 青森県 就職 (医)清照会 湊病院

8 8 人文学部 人間文化課程 3 青森市役所 青森県 就職 (株)日本政策金融公庫

9 9 人文学部 人間文化課程 3 八戸市役所 青森県 就職 (株)横浜ファーマシー

10 10 人文学部 人間文化課程 3 (株)東奥日報社 青森県 就職 さくら野東北(株)

11 11 人文学部 人間文化課程 3 秋田魁新報社 秋田県 就職 ファイザー（株）

12 12 人文学部 人間文化課程 3 弘前市役所 青森県 就職 （株）田中事務所

13 13 人文学部 人間文化課程 3 ペンションワンダーランド 青森県 就職 （株）ゆうちょ銀行

14 14 人文学部 現代社会課程 3 (株)北海道新聞社 北海道 就職 （株）北海道新聞社

15 15 人文学部 現代社会課程 3 (株)東奥日報社 青森県 就職 （株）七十七銀行

16 16 人文学部 現代社会課程 3 (株)青森銀行 青森県 就職 （株）青森銀行

17 17 人文学部 現代社会課程 3 (株)ビジネスブレイン 青森県 就職 キヤノンプレシジョン（株）

18 18 人文学部 現代社会課程 3 弘前大学 青森県 就職 青森県信用保証協会

19 19 人文学部 現代社会課程 3 ペンションワンダーランド 青森県 就職 東奥信用金庫

20 20 人文学部 現代社会課程 3 (株)東奥日報社 青森県 就職 （株）仙台進学プラザ

21 21 人文学部 現代社会課程 3 (株)小野寺会計事務所 青森県 就職 音更町役場

22 22 人文学部 現代社会課程 3 (株)青森銀行 青森県 就職 （株）損害保険ジャパン

23 23 人文学部 経済経営課程 3 ＪＩＣＡ東北青森デスク 青森県 就職 （株）リケン

24 24 人文学部 経済経営課程 3 (株)若山経営 青森県 就職 国民生活金融公庫

25 25 人文学部 経済経営課程 3 (株)小野寺会計事務所 青森県 就職 北空知信用金庫

26 26 人文学部 経済経営課程 3 イマジン(株) 青森県 就職 （株）青森ダイハツモータース

27 27 人文学部 経済経営課程 3 青森県立美術館 青森県 休学

28 28 人文学部 経済経営課程 3 (株)ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ・ﾌﾚｸﾞﾗﾝｽ・ｵﾌﾞ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 青森県 就職 三菱スペース・ソフトウェア（株）

29 29 教育学部 学校教育教員養成課程 3 (株)八戸グランドホテル 青森県 就職 (株)横浜ファーマシー

30 30 教育学部 生涯教育課程 3 岩木山自然学校 青森県 就職 いわて生活協同組合

31 31 教育学部 生涯教育課程 3 (株)協和コンサルタンツ 宮城県 進学 弘前大学大学院教育学研究科

32 32 理工学部 数理システム科学科 3 マルキンアド(株) 群馬県 就職 ジェイアール東日本メカトロニクス（株）

33 33 理工学部 数理システム科学科 3 (株)東芝 東京都 その他 海外ボランティア準備（ＪＩＣＡ受験予定）

34 34 理工学部 数理システム科学科 3 東和電機工業(株) 青森県 就職 ウェブテクノロジー（株）

35 35 理工学部 物質理工学科 3 アストラゼネカ(株)仙台支店 宮城県 進学 山形大学大学院

36 36 理工学部 地球環境学科 3 弘前航空電子(株) 青森県 就職 （株）青森銀行

37 岩木山自然学校 青森県 就職

38 三菱重工業(株) 神奈川県 就職

38 39 理工学部 電子情報システム工学科 3 弘前航空電子(株) 青森県 就職 日立ソフトウェアエンジニアリング(株)

39 40 理工学部 知能機械システム工学科 3 (株)小山内バッテリー社 青森県 就職 ナブテスコ(株)

40 41 農学生命科学部 生物機能科学科 3 栃木県農業試験場 栃木県 就職 フタバ食品(株)

41 42 農学生命科学部 生物機能科学科 3 (株)東奥日報社 青森県 就職 (株)陸奥新報社

42 43 農学生命科学部 応用生命工学科 3 弘前市役所 青森県 就職 おいらせ農業協同組合

43 44 農学生命科学部 生物生産科学科 3 岩木山自然学校 青森県 就職 (株)ビューティー花壇

44 45 農学生命科学部 生物生産科学科 3 弘前市役所 青森県 就職 岩手県職員

45 46 農学生命科学部 生物生産科学科 3 (株)アマダ 神奈川県 就職 (株)アマダ

46 47 農学生命科学部 生物生産科学科 3 アストラゼネカ(株)仙台支店 宮城県 就職 (株)トランスコスモステクノロジーズ

47 48 農学生命科学部 生物生産科学科 3 あおもりNPOサポートセンター 青森県 就職 (株)サンワドー

平成20年度 22.3.24卒業者

学部 学科・課程等 学年 実習先 実習地 進路 就職先／進学先

1 1 人文学部 人間文化課程 3 弘前大学 青森県 就職 佐渡市職員

2 2 人文学部 人間文化課程 3 (株)成田本店 青森県 就職 (株)みちのく銀行

3 3 人文学部 人間文化課程 3 札幌市役所 北海道 就職 (株)あらた

4 4 人文学部 人間文化課程 3 (株)成田本店 青森県 進学 弘前大学大学院

5 5 人文学部 人間文化課程 3 (株)サンデー 青森県 就職 (株)伊徳

6 6 人文学部 人間文化課程 3 (株)東奥日報社 青森県 就職 キヤノンプレシジョン（株）

7 7 人文学部 人間文化課程 3 ＮＰＯ法人岩木山自然学校 青森県 就職 三菱電機ビルテクノサービス(株)

8 青森県地域労使就職支援機構 青森県 就職

9 (株)青森銀行 青森県 就職

10 9 人文学部 人間文化課程 3 (株)青森銀行 青森県 就職 青い森鉄道(株)

11 10 人文学部 現代社会課程 3 青森県庁 青森県 就職 郵便事業(株)

12 11 人文学部 現代社会課程 3 (株)東奥日報社 青森県 就職 (株)東北銀行

13 12 人文学部 現代社会課程 3 (株)小野寺会計事務所 青森県 就職 五所川原街づくり(株)

14 13 人文学部 現代社会課程 3 (株)東奥日報社 青森県 就職 上士幌町農業協同組合

15 14 人文学部 現代社会課程 3 (株)荘内銀行 山形県 就職 庄内たがわ農業協同組合

16 15 人文学部 現代社会課程 3 弘前市役所 青森県 就職 青森県職員

17 16 人文学部 現代社会課程 3 青森県庁 青森県 就職 青森県職員

18 17 人文学部 現代社会課程 3 (株)東奥日報社 青森県 就職 (株)マエダ

19 18 人文学部 現代社会課程 3 (株)マエダ 青森県 就職 (学)上野教育学園 上野法律ビジネス専門学校

20 19 人文学部 現代社会課程 3 (株)荘内銀行 山形県 就職 (株)かんぽ生命保険

21 青森労働局（労働基準部） 青森県 就職

22 弘前市役所 青森県 就職

23 21 人文学部 経済経営課程 3 (株)ビジネスブレイン 青森県 就職 (株)コミット

24 22 人文学部 経済経営課程 3 弘前市役所 青森県 就職 (株)青森電子計算センター

25 23 人文学部 経済経営課程 3 (株)ﾋﾞｰｴｽｼｰ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 滋賀県 就職 資生堂販売(株)

26 24 人文学部 経済経営課程 3 (株)青森銀行 青森県 就職 明治安田生命保険相互会社

27 25 人文学部 経済経営課程 3 北海道電力(株) 北海道 就職 (株)ロイズコンフェクト

28 (株)鹿角パークホテル 秋田県 就職

29 (株)ＣＦＣ 秋田県 就職

30 27 人文学部 経済経営課程 3 （株）カナリヤ 北海道 就職 (株)北海道銀行

31 28 人文学部 経済経営課程 3 西仙北温泉ｲﾝﾀｰ(株)ぬく森温泉ﾕﾒﾘｱ 秋田県 就職 秋田県農業協同組合中央会

32 29 人文学部 経済経営課程 3 全労済北海道本部 北海道 就職 (株)オーディンフーズ

33 (株)青森銀行 青森県 就職

34 弘前航空電子(株) 青森県 就職

35 31 人文学部 経済経営課程 3 (株)オリエンタルコンサルタンツ東北支店 宮城県 就職 (株)山形銀行

36 32 人文学部 経済経営課程 3 弘前市役所 青森県 就職 青森県警察

37 33 教育学部 生涯教育課程 3 弘前大学 青森県 就職 青森県警察

38 34 教育学部 生涯教育課程 3 青森市役所 青森県 就職 東日本旅客鉄道(株)

39 35 教育学部 生涯教育課程 3 NPO法人あおもりNPOｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 青森県 就職 青い森信用金庫

40 36 教育学部 生涯教育課程 3 弘前市役所 青森県 就職 (株)菅文

41 37 理工学部 物質創成化学科 3 日本原燃(株) 青森県 進学 弘前大学大学院

42 38 理工学部 物質創成化学科 3 弘前市役所 青森県 進学 弘前大学大学院

43 39 理工学部 物質創成化学科 3 ニッコーム(株) 青森県 進学 弘前大学大学院

44 40 理工学部 物質創成化学科 3 ニッコーム(株) 青森県 進学 弘前大学大学院

45 41 理工学部 地球環境学科 3 ニッコーム(株) 青森県 就職 日立公共システムエンジニアリング(株)

46 42 理工学部 地球環境学科 3 ニッコーム(株) 青森県 進学 名古屋大学大学院

47 43 理工学部 電子情報工学科 3 ニッコーム(株) 青森県 就職 日本鉄道電気設計(株)

48 44 農学生命科学部 生物生産科学科 3 (株)ビジネスブレイン 青森県 就職 (株)井セキ東北

49 45 農学生命科学部 生物生産科学科 3 (株)小野寺会計事務所 青森県 就職 (株)フードサービスネットワーク

個人参加

学部 学科・課程等 学年 実習先 実習地 期間 就職先／進学先

人文学部 人間文化課程 3 会津若松市役所 福島県 就職 ＪＵＫＩ会津(株)

人文学部 人間文化課程 3 (株)陸奥新報社 青森県 就職 (株)アイウォーク

人文学部 人間文化課程 3 日本ロジテム(株) 東京都 就職 (株)三協

人文学部 現代社会課程 3 青森市役所 青森県 就職 警視庁

人文学部 現代社会課程 4 NPO法人ｼﾞｭﾆｱｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｽｸｰﾙ 青森県 就職 (株)仙台進学プラザ

教育学部 生涯教育課程 4 (株)マインドゲームス 青森県 就職 ナイスクラップ

大学院 農学生命科学研究科 M1 NPO法人弘前こどもｺﾐｭﾆﾃｨ・ぴーぷる 青森県 就職 山形県職員

就職 46名，進学 6名，計 52名

37 理工学部 電子情報システム工学科 3 青森県職員

8 人文学部 人間文化課程 3 さくら野東北(株)

経済経営課程 3 極東開発工業(株)

人文学部 経済経営課程 3

20 人文学部 現代社会課程 3 裁判所

26 (株)秋田銀行

7

就職 43名，進学 2名，休学中 1名，その他 1名，計 47名

1

2

3

4

5

6

30 人文学部

- 5 -

弘前大学



Ⅱ．調査項目 弘前大学卒業生の印象、本学に求めることなどをお伺いいたします。

２．弘前大学卒業生の印象について、どのように評価されますか。
仕事に対する知識・基礎学力

回答数 比率
５：優れている 16 15%
４：どちらかと言えば、やや優れている 51 46%
３：普通 28 25%
２：どちらかと言えば、やや劣る 1 1%
１：劣る 0 0%
　無回答 14 13%

合計 110 100%

仕事に対する理解・判断力
回答数 比率

５：優れている 24 22%
４：どちらかと言えば、やや優れている 56 51%
３：普通 15 14%
２：どちらかと言えば、やや劣る 1 1%
１：劣る 0 0%
　無回答 14 13%

合計 110 100%

仕事に対する職務遂行能力
回答数 比率

５：優れている 17 15%
４：どちらかと言えば、やや優れている 57 52%
３：普通 21 19%
２：どちらかと言えば、やや劣る 1 1%
１：劣る 0 0%
　無回答 14 13%

合計 110 100%

対人関係、仕事の協調性
回答数 比率

５：優れている 17 15%
４：どちらかと言えば、やや優れている 42 38%
３：普通 33 30%
２：どちらかと言えば、やや劣る 4 4%
１：劣る 0 0%
　無回答 14 13%

合計 110 100%

コミュニケーション能力
回答数 比率

５：優れている 14 13%
４：どちらかと言えば、やや優れている 44 40%
３：普通 34 31%
２：どちらかと言えば、やや劣る 4 4%
１：劣る 0 0%
　無回答 14 13%

合計 110 100%

責任感・粘り強さ・誠実性
回答数 比率

５：優れている 28 25%
４：どちらかと言えば、やや優れている 45 41%
３：普通 23 21%
２：どちらかと言えば、やや劣る 0 0%
１：劣る 0 0%
　無回答 14 13%

合計 110 100%

外国語（英語など）の能力
回答数 比率

５：優れている 4 4%
４：どちらかと言えば、やや優れている 12 11%
３：普通 70 64%
２：どちらかと言えば、やや劣る 8 7%
１：劣る 1 1%
　無回答 15 14%

合計 110 100%

パソコン操作等の能力
回答数 比率

５：優れている 7 6%
４：どちらかと言えば、やや優れている 33 30%
３：普通 56 51%
２：どちらかと言えば、やや劣る 0 0%
１：劣る 0 0%
　無回答 14 13%

合計 110 100%

（出典：弘前大学ホームページ「弘前大学卒業生に対するアンケート調査結果及び企業等に対するアンケート集計結果の検証について」）
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（別添資料1-2-1-1-.5）

「外部評価報告書」等を踏まえた平成22年度入試における改善承認事項

１ 個別学力検査入学試験問題（以下「入学試験問題」という。）の作成から責了、試験当日ま

でのチェック体制及び作業内容の改善

（１）入学試験問題の点検の強化

① 出題委員は、試験問題作成時に実際に解答する。そのことを確認するため，「入試問

題等提出シート」に試験問題を実際に解答したことを確認する項目を追加する。

② 点検委員を増員する。原則２名。

③ 点検委員は，試験問題を実際に解答する。そのことを確認するため，「入試問題等点

検シート」に試験問題を実際に解答したことを確認する項目を追加する。

④ 点検委員からの指摘事項について、出題委員は文書で点検委員に回答する。

（２）入学試験問題印刷及び分封作業への教員の関与

① 「問題冊子」、「解答用紙」の学内印刷への教員の関与

入学試験問題の学内印刷（前期日程：小論文（教育学部）、後期日程：数学、理科、

小論文（教育学部、医学部保健学科））は入試課職員が行っている。

入学試験問題の適正な管理の観点から、入学試験委員会委員及び小論文主任（教育

学部，医学部保健学科）が立ち会う。

② 入学試験問題（前期日程，後期日程）分封作業への教員の関与

入学試験問題(前期日程，後期日程)の分封作業は入試課職員らが行っている。

入学試験問題の適正な管理の観点から、入学試験委員会委員が立ち会う。

（３）平成２３年度入試以降のための報告書、引継の徹底

① 出題ミスの報告書の作成

出題ミスが発生した場合、科目主任等は副学長（教育・学生担当理事）に問題点等

について報告する。

② 引継ぎの徹底

教科委員、科目主任、出題グループ長及び総合問題主任は、入学試験問題作成過程

で生じた，問題点及び注意事項等を整理し、次年度の担当者に引継ぎを行う。

２ 入学試験問題等の分封から解答（答案）用紙の回収までの業務実施体制と作業内容の改善

（１）「解答（答案）用紙」の配付・回収方法などの改善

印刷業者が印刷した入学試験問題の「解答用紙」は、複数枚（科目によっては一人当たり

最多８枚）となっている。

複数枚（偶数枚）の「解答用紙」を一つにまとめて二つ折りにして効率的に配付する。

監督者は，「解答用紙」を受験者に配付した後，受験者は監督者の指示により解答する

必要がない「解答用紙」を抽出する。監督者はそれを回収してから試験を開始する。

（２）試験開始・終了の合図

試験開始及び終了の時刻は，各教科・科目の試験開始・終了時刻が統一されていないた

め，試験開始又は終了の合図のチャイムが鳴る，鳴らない場合があった。また，「問題冊

子」，「解答用紙」の配付に多くの時間を要したことにより，試験開始のチャイムの合図が

鳴るまでに「問題冊子」，「解答用紙」を配付し終わらない事例が報告されている。

受験者及び監督者の混乱及び正規の試験時間を確実に確保するため，試験開始及び終了

の合図はチャイムではなく，監督者の時計により行う。

（３）構内警備の外注化などによる入試業務体制の強化

試験当日の構内警備は、職員が行っているが、業務従事者を確保するため警備会社に警備

業務を委託する。

（出典：入学試験委員会（平成21年12月24日）資料）
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◎人文学部「成績評価の基準」

成績は、出席状況、平常の学習、試験・レポートの結果などから総合的に評価されます。成績評価でどのよう
な点が重視されるかは、それぞれの科目についてシラバスを参照してください。成績は次の５段階で評価されま
す。「不可（Ｄ）」の場合は、修得単位数はゼロです。

評価 秀（Ｓ） 優（Ａ） 良（Ｂ） 可（Ｃ） 不可（Ｄ）

評点 100点～90点 89点～80点 79点～70点 69点～60点 59点以下

◎教育学部「履修科目の評価」
履修科目の成績評価については、弘前大学教育学部規程第17条及び第18条に規定されているが、以下の点に注

意すること。
① 履修した授業科目の成績は、担当教員が出席状況と試験、レポート等によって評価し、60点以上を合格と

して所定の単位を与える。なお、各授業科目について、総授業時数に対し出席時数が３分の２以下の者は、
原則として評価の対象としない。

② やむを得ない事情により所定の試験を欠席した者は、追試験願いを提出することができるので、教育学部

教務担当まで申し出ること。
③ 成績通知表には履修科目の評価結果を次の標語によって示す。

秀（Ｓ）：90～100点 優（Ａ）：80～89点 良（Ｂ）：70～79点

可（Ｃ）：60～69点 不可（Ｄ）：59点以下、不合格

◎医学部保健学科「成績評価について」

成績は、出席状況、試験、レポート等の結果に基づき総合的に評価されます。なお、成績は次の５段階で評価
されますが、不可は不合格です。

評価 秀 優 良 可 不可

評点 100点～90点 89点～80点 79点～70点 69点～60点 59点以下

◎理工学部「成績評価基準」
理工学部専門教育科目（教職に関する科目を除く）の成績評価基準を次のとおり定め、平成20年４月１日から

適用する。
１．講義・演習・実験・実習
(1) 期末試験だけで評価するのではなく、平常評価と期末評価を総合して評価する。

なお、演習・実験・実習では平常評価のみでも行えるものとする。
(2) 平常評価は、小テスト、ミニレポート(宿題)、平常の発表等で行う。
(3) 期末評価は、期末試験、期末レポート、期末発表等で行う。

◎農学生命科学部「専門教育科目の成績評価について」
１．評価の方法について

筆記試験、レポート、口頭発表等により行います。

２．成績の評価について
秀（100～90点） 優（89～80点） 良（79～70点） 可（69～60点） 不可（59点以下）

として、不可は不合格となります。前期は４月中、後期は10月中に履修取消の届を学部教務に提出した場合は、

履修しなかった者として扱うことになります。
評価基準

評価 評価内容

秀 特に優れた成績を示した

優 優れた成績を示した

良 妥当と認められる成績を示した

可 合格と認められる最低限度の成績を示した

不可 合格と認められるに足る成績を示さなかった

（出典：各学部シラバス・履修案内等）
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授業科目名：農学生命科学概論Ⅱ
対象：農学生命科学部　２年次学生
回答数：１４２

■白神自然観察園でのフィールド体験学習に対する学生からの意見

○実際にフィールドに出て体験しながら学習できたこと。
○とてもよく組立られたスケジュールで分り易いと思いました。
○実際に自然の中に実習をしに行くことで学校の中だけでは分らないことが体験できた。
○白神山地を中心とした自然・文化を集中的に学ぶことができた。
○講義で学んだ内容を実際に体験できたのがよかった。どちらの講義も活かされていて良かった。
○スケジュールが守られていた。普段できない体験型の講義で知識を得ることができたこと。
○実際に現地に行って様子を見ることができた。
○普段体験できないことを体験できた点。
○いい体験ができてよかった。
○スケジュール通りに進んだこと。
○いろいろな場所に行けたこと。
○ダムや白神山地など体験することができたので良かった。
○分子生命科学科ではできない土壌生物の採取、観察ができたこと。
○大自然に囲まれるところ。
○めったにない体験ができた。

○実際に見て学べた。
○白神に行けた。
○普段行うことのないフィールドワーク形式の授業で新鮮な感じで良かった。

○白神山地には、なかなか行けないので、良い機会だったと思う。弘前大学の施設ができることも
　 知って良かった。

○運良く，ネズミが３種類みれて良かった。
○いろいろ勉強になった。
○普段見ることがない植物・動物を間近でみれたこと。教室で授業されるより，記憶に残るし考える
　 ことが多かったと思う。
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資料1-3-1-7.1

農学生命科学部学生のアンケート結果

弘前大学
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資料1-3-1-9.1 弘前大学

（出典：弘前大学附属図書館報「豊泉」№30 p.9(平成21年11月30日発行))
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別添資料 1-3-3-6.1 

 

  平成 20，21年度の研究インターンシップ（※）派遣実績 

  実施機関（人数） 

平成 20 年度 東北農業研究センター         （１）

秋田県立大学木材高度加工研究所    （１）

カナダ・サスカチュワン大学      （３）

平成 21 年度 東北農業研究センター         （１）

北海道農業研究センター        （１）

東北大学大学院生命科学研究所     （１）

弘前大学農学生命科学部        （１）

カナダ・サスカチュワン大学      （２）

スコットランド・ダンディー大学    （１）

ドイツ・ゲーテ大学          （１）

※研究インターンシップとは，自分の研究室を飛び出して他機関の研究員や教員と意見

交換をしたり，成果発表会で議論したりすることを通じて，課題探求能力，創造性豊

かな研究能力，コミュニケーション能力等を身につけることを企図した科目。 
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弘前大学資料1-3-3-6.1

研究インターンシップ派遣実績（平成20・21年度）



（別添資料1-4-1-1.7）

弘前大学学生担任制度に関する要項

平 成 2 1 年 ２ 月 2 0 日

教育・学生委員会承認

（目的）

第１ 弘前大学（以下「本学」という。）は，本学学生の大学における学習や生活等の相談に対

し，具体的に指導・助言することにより学生の大学生活の支援を強化し，もって優れた人材

として社会に送り出すことを目的として，学生担任制度を設ける。

（学生担任制度）

第２ 各学部は，学生の学習及び生活全体の指導を行うため，クラスを編成し，各クラスに担

任教員を配置する。

２ 各学部はクラスアワー等を設け，クラス担任教員と学生及び学生相互の人間的交流の場と

し，本学の教育活動，学生生活等に対する学生の意向反映の場とする。

３ 各学部が編成するクラスの規模は，学科・課程等の単位又は教育活動の形態等を考慮し，

適正な人員とする。

４ 各学部は，原則として複数教員が学生の指導に当たる態勢をとる。

（クラス担任教員の任務）

第３ クラス担任教員は，次に掲げる任務を行う。

(1) 学生の相談に応じ，又はその窓口として指導及び助言に当たること

(2) 本学の運営に関し，必要な事項を学生に周知すること

(3) 学生の意見を聞き，本学の運営に資すること

(4) 学生から「面談シート」を毎学期始めの面談時に提出させ，学生が修学上・生活上にお

いて悩みなどがないか確認し、必要であれば関係窓口と相談すること

※「面談シート」と同等のものが既にあれば、それで代えてもよい。「面談シート」

の様式は，各学部で自由に変更してもよい。

また，保管については，各学部の事情により取扱いは任せるが，個人情報の取扱い

には，十分注意願いたい。

（その他）

第４ この要項に定めるもののほか，学生担任制度に関する必要な事項は別に定める。

附 則

この要項は，平成16年４月１日から施行する。

この要項は，平成21年４月１日から施行する。ただし，平成20年度以前の入学者及び平成20

年度以前の入学者の属する年次に転学又は再入学する者については，改正後の第３第４号の規

定にかかわらず，なお従前の例による。

（出典：「教育・学生委員会（平成21年２月20日）資料」）
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資料1-4-1-1.1 弘前大学



資料 1-4-3-1.1 キャリア教育履修学生進路状況

仕事を通して考える 仕事を通して考える ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ論 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

卒業者(W) 137 12 1 0 150

就職(X) 107 10 0 0 117

進学(Y) 22 2 1 0 25

その他(Z) 7 0 0 0 7

未就職 1 0 0 0 1

就職率
（X/(W-Y-Z), %)

99.1% 100.0% － － 99.2%

卒業者(W) 280 24 13 4 321

就職(X) 216 22 12 4 254

進学(Y) 44 2 1 0 47

その他(Z) 14 0 0 0 14

未就職 6 0 0 0 6

就職率
（X/(W-Y-Z), %)

97.3% 100.0% 100.0% 100.0% 97.7%

計

21.3卒

22.3卒
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資料1-4-3-1.1

キャリア教育履修学生の進路状況

弘前大学
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資料1-4-3-4.1 弘前大学



【機関研究】

【機関研究】

平成２１年度　採択課題

【学長指定重点研究】
○特定研究

○地域研究

弘前大学機関研究の採択状況について
　弘前大学機関研究は，本学がこれまで実施してきた学長指定重点研究や特定プロジェクト教育研究セ
ンターなどの取組を踏まえ，重点研究の在り方をより明確にし，またそれぞれの研究成果をより効率的，
統一的に発展させることを目的に研究費を重点配分している。機関研究に選定された研究は，全学的な
支援のもと，大型の競争的資金の獲得に向けた研究を推進し，研究拠点の形成及び地域の産業活性化
と振興を目指す。
　なお，機関研究になりうると期待できる研究課題を学長指定重点研究（特定研究）に，地域に関連した
課題で時宜を得た研究課題を学長指定重点研究（地域研究）に指定して研究費を配分している。

平成２０年度　採択課題

【学長指定重点研究】
○特定研究

○地域研究
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資料2-1-1-2.1 弘前大学

（出典：弘前大学ホームページ）



- 17 -

弘前大学資料2-1-1-2.2



資料２－１－３－１．１

○ナガイモを活用した抗インフルエンザウィルス組成物及び予防食品の開発
　青森県環境保健センター，青森県工業総合研究センター弘前地域技術研究所（現（地独）青森県
産業技術センター），(株)東北ミリオンと取り組んだ「ナガイモを活用した抗インフルエンザウィ
ルス組成物及び予防食品の開発」が「FOOD ACTION NIPPON アワード2009」において，研究開発・新
技術部門優秀賞を受賞し，青森県の特産品であるナガイモの利用拡大につながった。

○バイオマス利用研究分野
　未利用農産資源である養鶏廃棄羽毛を原料として用い，高付加価値品への転換を図る研究開発
を，東北大学未来科学技術共同研究センター，青森県工業総合研究センター，常盤村養鶏農業協同
組合（藤崎町）などとの連携により平成20年度～平成21年度の2年間実施し，平成22年度中には化粧
品を発売する予定である。

○都市エリア産学官連携促進事業
　平成19年度に採択された文部科学省都市エリア産学官連携促進事業（一般型：３カ年）（総事業
費各年度90,000千円）において，①プロテオグリカン含有機能性食品の商品化への研究開発，②プ
ロテオグリカンの皮膚アンチエイジング分野及び化粧品への応用，③プロテオグリカンの新糖鎖創
薬への応用，④プロテオグリカンを含む医薬品及び医療素材の研究開発の４つのテーマの研究開発
を進め，QOLの向上に貢献するプロテオグリカンの応用研究と製品開発に取り組んだ結果，平成20年
度，21年度の実績として，特許を５件申請した。

○県特産ナガイモの高品質安定供給に必要な優良種苗供給体制の構築と安定供給技術開発
　全国農業協同組合連合会青森県本部との連携により，金木農場を利用したナガイモ優良種苗安定
生産試験を推進し，ウィルスフリーのナガイモの生産体制を確立した。

○弘大GOGOファンド
　県内等企業が実用化研究に取り組み，抱えている具体的な課題を，本学の教員と共同で解決を目
指す研究に対して，研究費等を支援する「弘大GOGOファンド」事業において，以下の成果があっ
た。

・農学生命科学部教員とケイ・エイム・ナチュラル株式会社（田舎館村）とが共同研究「ハーブ類
　の香気成分の損失を抑制するフリーズドライ法の開発」を実施し，香りや色，味などを生に近い
　状態に保つ独自のフリーズドライ法を使い，より自然に近い状態で楽しめるハーブティーの開発
　に成功した。

・医学部教員とヒバ開発(株)（大間町）との共同研究「青森ヒバ抽出エキス配合化粧品の安全性お
　よび有用性の検討」を行い，青森ヒバ抽出エキス配合化粧品のアトピー性皮膚炎，乾皮症の患者
　に対する安全性，有用性について検討を行った結果，安全性及び優位性を確認した。

・ヒートポンプを使わない地熱利用融雪システムを，北日本新エネルギー研究センターと，芝管工
　株式会社（青森市）株式会社他県内企業と共同で，普及に向けた個人家庭用の抵コスト掘削方式
　の検討を行い，平成20年度に弘前大学構内の歩道800㎡に融雪装置を設置し，実証試験を行った
　結果，約40％減の低価格の融雪方式を確立した。

○ツルアラメの有効活用の研究
　未利用資源であるツルアラメの有効活用を図るため，大間漁業協同組合と共同研究を実施した結
果，栄養成分表，商品特徴等を記載した企業向けの商品仕様書を作成した他，共同研究から見いだ
された知見を基に，国の競争的資金である平成21年度シーズ発掘試験Ａ発掘型に採択された。

○青森産カシスの新商品開発等共同研究
　カシス生産量日本一の青森市と共同研究を行い，品種による栄養成分の違い，効率的な栽培方
法，苗木増殖法等の確立に取り組んだ。研究成果は，あおもり「カシスなまち」推進会議等で報告
及び情報提供し，会員企業の新商品開発につながった。

○青森県ビジネスモデル事業
　「厚生労働省特別用途食品をターゲットとした青森ブランド産学連携ビジネスモデル構築」提案
が，青森県ビジネスモデル事業に採択され（平成20年度），糖尿病をターゲットとして，安全性の
高い青森県産ブランド品による厚生労働省特別用途食品の産学連携による開発に関わる調査等を
行った。この成果をもとに，あおもり元気企業チャレンジ助成事業助成金に採択され（平成21年
度），青森県産品の栄養成分・カロリー表記普及開発と表記スタイルに関わる調査研究を行い，医
療・健康志向食品から見た青森県産品の活用について，栄養成分及びカロリー表記に関わる普及啓
発事業及び健康指向性の高い優位差別化のための調査研究事業等を行った。
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資料2-1-3-1.1 弘前大学

第１次産業の活性化に関わる研究の実施状況（平成20・21年度）



1101 1
1102 1
1103 1
1104 1
1105 1
1106 1
1107 1
1108 1
1109 1

1 8
1201 1
1202 1
1203 1
1204 1
1205 1
2101 1
2102 1
2103 1
2104 1
2105 1
2201 2
2202 PBL*4 4

11 5
12 13

*1
*2 1.5 ) PBL
*3

*4 PBL(Problem Based Learning

weekday weekday

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

weekday (14:20-17:30 16:00-19:10 Sat (10:20-17:30)
weekday (10:20-17:30) Sat (10:20-17:30)

*1 *3

4 5

*2

9

1weekday(2)+1Sat(4)+1weekday(2)+1Sat(reserve) 1weekday(4)+1Sat(4) 1weekday(2)

2 2

3 1

6

15
6 7 8
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資料2-1-3-3.1 弘前大学

（出典：弘前大学「医用システム開発マイスター」養成塾　平成21年度基礎コース 授業計画p.1）



資料２－１－３－４．１

○弘大GOGOファンド
　青森県の産業振興及び地域振興を図るため，県内等企業が本学の教員と共
同で解決を目指す研究に対して研究費等を支援する弘前大学マッチング研究
支援事業「弘大GOGOファンド」を実施しており，抱えている具体的な課題の
実用化研究に取り組み，これまで８件の研究に対し，研究費等を支援した。
この取組は企業から研究課題の提案を受け，本学の研究とマッチした事業に
研究費を支出するという全国初のユニークな仕組みとなっている。

○サンスター株式会社との共同研究
　研究連携協定を締結したサンスター株式会社との共同研究において，プロ
テオグリカンのスキンケア，化粧品分野の製品開発に向けて，研究員（常
勤）の派遣を受け，本学研究者と共同で研究開発を実施している。また，サ
ンスター(株)からの寄附により，平成20年度から３年間の寄附講座「糖鎖医
学講座」を医学研究科に設置した。

○弘前大学医用システム開発マイスター養成塾の開設
　理工学研究科附属先進医用システム開発センターにおけるマイクロ・ナノ
テクノロジーを基にした医用デバイスの開発等，医工連携の取組を発展さ
せ，平成20年度から５カ年計画で，文部科学省科学技術振興調整費により，
青森県等と連携して，津軽地域の精密機器関連の企業の集積を有効に活用
し，地域の再生・新産業の創出を図るため，新しい医用システム機器の研究
開発の担い手となる人材を養成する「医用システム開発マイスター養成塾」
を医学部と理工学部が共同で開始した。
　平成20年度はプログラムを策定し，平成21年度から地元企業等の技術者を
受講生として受け入れ，基礎コース修了者として９人を認定し，うち７人が
アドバンストコースに進級した（修了は平成22年度末）。また，平成22年度
（第２期）の基礎コース受講者募集を進め，７人の受講者を認定した。

○食品残さを活用したアルコール発酵型飼料による特産牛肉生産技術の開発
　平成21年度「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」で「食品
残さを活用したアルコール発酵型飼料による特産牛肉生産技術の開発」が採
択され，循環型牛肉生産方式を検証する受託研究を実施し，地域の牛に地域
の特産物であるリンゴ絞り粕等を利用したアルコール発酵型の地域特産飼料
開発に取り組み，肉質改善効果を検証し，地域特産牛肉「アップルビーフ」
の肥育技術確立に取り組んだ。

○ナガイモを活用した抗インフルエンザウィルス組成物及び予防食品の開発
　青森県環境保健センター，青森県工業総合研究センター弘前地域技術研究
所（現（地独）青森県産業技術センター），(株)東北ミリオンと取り組んだ
「ナガイモを活用した抗インフルエンザウィルス組成物及び予防食品の開
発」が「FOOD ACTION NIPPON アワード2009」において，研究開発・新技術部
門優秀賞を受賞し，青森県の特産品であるナガイモの利用拡大につながっ
た。

○天然藍染製品の商品開発
　人文学部教員と丸富川崎染工場（弘前市）が人文学部亀ヶ岡文化研究セン
ターの研究成果を元に，津軽の伝統工芸である天然藍染製品に縄文土器のデ
ザインを利用した商品開発に取り組み，風呂敷，コースター等の商品を開発
し，発売した。
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資料2-1-3-4.1 弘前大学

産業や文化の創造・発展に寄与する産学官連携による研究の実施状況（平成20・21年度）



資料２－１－４－１．１

○弘前大学若手研究者支援事業の創設（平成20年度～）
　本学の若手研究者が取り組む研究を支援するため，平成20年度に「弘前大学若手
萌芽研究」を創設（17件採択）した。平成21年度は当該事業を充実させ，将来の発
展が期待できる独創的な研究を支援する事業として，「弘前大学若手研究者支援事
業」と改称し52件を採択し，研究費を重点配分した。また，本制度による支援によ
り，若手研究者の研究能力が向上した成果として，採択者の科学研究費補助金の獲
得につながった。

○弘前大学特別研究員制度の推進（平成19年度～）
　本学の博士課程修了者等で優れた研究能力を有し，本学で研究に従事することを
希望する者を最長３年の任期を付して弘前大学特別研究員に採択し，研究に専念さ
せた。平成19年度に制度を創設し，平成20年度は採択者がなかったが，平成21年度
は３人を採択し，研究奨励金の支給等の支援を行った。また，本制度による支援に
より，若手研究者の研究能力が向上した成果として，採択者の科学研究費補助金の
獲得につながった。

○弘前大学機関研究の推進（平成19年度～）
　本学の基幹となる研究を明確にし，それぞれの研究成果をより効率的，統一的に
発展させることを目的として，平成19年度に「弘前大学機関研究」制度を導入し，
平成20年度は３件，平成21年度は継続課題３件を含む５件の研究課題を機関研究と
して指定し，研究費の重点配分による全学的支援を行った。また，今後機関研究と
なりうると期待できる研究課題を学長指定重点研究（特定研究），地域に関連した
課題で時宜を得た研究課題を学長指定重点研究（地域研究）に指定し，併せて支援
を行った。

 ○弘前大学大型プロジェクト研究者支援事業の創設（平成21年度）
　大型の競争的資金等の外部資金を獲得した研究者を支援し，当該研究の更なる進
展を図るため，当該事業を創設し，14件を採択し，研究費の重点配分による全学的
支援を行った。

○科学研究費補助金不採択者支援に係る助成金事業の創設（平成21年度）
　科学研究費補助金の採択向上を支援するため，当該事業を創設し，57件を採択
し，研究費の重点配分による全学的支援を行った。

○弘前大学国際シンポジウム助成事業の創設（平成20年度～）
　弘前大学機関研究を始めとした本学で取り組む研究について，国際交流や研究水
準の向上等を図ることを目的として，当該事業を創設し，事業費の重点配分による
全学的支援を行った。

○学内共同教育研究施設の新設（平成20年度～）
　全学の共同教育研究施設として，新エネルギーの研究開発を行うための北日本新
エネルギー研究センター（平成20年度），白神山地に関する総合的研究等を実施す
るための白神自然観察園（平成21年度）を新たに設置し，教員を配置するとともに
研究費を重点配分した。

○縄文文化研究分野(平成21年度)
　人文学部亀ヶ岡文化研究センターにおいて，成田家より『成田コレクション』の
寄贈を受け，資料室を創設した。また，特別展「成田彦栄氏考古資料展」と題して
一般に公開し，シンポジウム「縄文遺産群の世界遺産に向けて」を開催するなど，
縄文文化の研究成果を公開し，研究をさらに進めた。

○基礎研究成果の公表・発信(平成21年度)
　基礎研究成果の公表を進めるとともに，さらなる推進を図った。
・被ばく事故例，放射線基礎研究について第１回緊急被ばく医療国際シンポジウム
　を開催した。
・被ばく線量評価の世界的標準基準である染色体研究について，染色体線量評価及
　びネットワーク国際会議を開催した。
・新技術，エネルギーと環境，先端医療について県外で初めて単独シンポジウムと
　して弘前大学プロジェクト研究京都シンポジウムを開催した。
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資料2-1-4-1.1

先見性のある基礎的研究への支援状況（平成20・21年度）

弘前大学



資料２－２－２－１．１

○共同研究の推進
・地域共同研究センターと理工学部教員，平川市，NTTドコモ青森支店が災
　害発生時における市民への警報避難情報等の迅速な伝達方法について共同
　研究を行い，平成22年２月に，全国初の緊急速報エリアメールの市民参加
　型実証実験を行った。

・農学生命科学部教員と理工学部教員が共同研究を行い，青森産ナマコの機
　能性研究に取り組んだ。

・研究，産学連携担当理事をプロジェクト部会長として，教育学部教員，医
　学部教員，附属病院教員とサンスター社がプロジェクトチームを組み，弘
　前産タデ藍を利用した商品開発に取り組んだ。

・地域共同研究センター，教育学部教員，農学生命科学部教員が共同で，え
　どがわ農業産学公プロジェクトとして東京都江戸川区農産物のブランド化
　に取り組み，産学連携の成果として生食の小松菜の安全性を確認し，
　平成22年１月に「サラダ小松菜」の販売が開始された他，江戸川産小松菜
　と青森県産リンゴジュースの試作品を開発した。

・未利用資源であるツルアラメの有効活用を図るため，大間漁業協同組合と
　教育学部及び農学生命科学部が共同研究を実施した結果，栄養成分表，商
　品特徴等を記載した企業向けの商品仕様書を作成した他，共同研究から見
　いだされた知見を基に，国の競争的資金である平成21年度シーズ発掘試験
　Ａ発掘型に採択された。

・教育学部教員と，農学生命科学部教員が共同で，カシス生産量日本一の青
　森市と共同研究を行い，品種による栄養成分の違い，効率的な栽培方法，
　苗木増殖法等の確立に取り組んだ。研究成果は，あおもり「カシスなま
　ち」推進会議等で報告及び情報提供し，会員企業の新商品開発につながっ
　た。
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資料2-2-2-1.1 弘前大学

共同研究の実施状況
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資料2-2-2-2.1 弘前大学教員派遣制度報告書（抜粋）
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資料3-1-2-1.1 弘前大学
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資料3-1-3-3.1 弘前大学
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FRANCAIS ORAL
07H2061 FRANCAIS ECRIT

CIVILISATION ET
CULTURE
Oral Interaction and Presentation

06H1064 Skills

Reading and Vocabulary
Development
Modern Drama

05H1098 History of US
Pilates

05H2101 Intermediate Pronunciation

04H3094
Comprehensive Course

English in Business L3
02H2049 Communication

British and American
Cultural Studies
European and Regional Politics
Commercial English L4 Communication

Marketing

Economics

02H2049 Academic English
Linguistics 121

Relations Internacicnales
Contemporaneas
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資料3-1-3-3.2 弘前大学
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資料3-1-3-3.3 弘前大学


